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①
同
社
の
令
和
７
年
度

決
算
見
込
み
は
。
②
流
山
版

Ｄ
Ｍ
Ｏ
推
進
事
業
補
助
金
・

負
担
金
は
継
続
す
る
の
か
。

③
指
定
管
理
者
は
随
意
契
約

で
な
く
公
募
す
べ
き
で
は
。

④
巨
額
の
黒
字
と
な
っ
て
い

る
流
山
万
華
鏡
ギ
ャ
ラ
リ
ー

＆
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
委
託
の

在
り
方
を
見
直
す
べ
き
で
は
。

　
副
市
長　
①
今
期
の
営

業
利
益
目
標
は
３
千
万
円
で

あ
り
、
目
標
に
向
け
努
力
し

て
い
る
と
報
告
を
受
け
て
い

ま
す
。
②
Ｎ
Ｔ
Ｄ
は
財
政
状

況
が
改
善
し
た
ば
か
り
で
あ

り
、
当
面
は
補
助
金
が
必
要

と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

 

問 　

  

答  　

自
由
民
主
党
　
　
中
川
　
弘

Ｎ※

Ｔ
Ｄ
に
対
す
る

�

令
和
８
年
度
の
予
算
に
つ
い
て

Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
し
て
地
域
事
業
者

と
の
協
働
な
ど
が
可
能
と
報

告
を
受
け
て
お
り
、
令
和
８

年
度
予
算
に
は
負
担
金
は
計

上
し
な
い
予
定
で
す
。
③
一

茶
双
樹
記
念
館
と
杜
の
ア
ト

リ
エ
黎れ

い

明め
い

の
指
定
管
理
者
選

定
を
公
募
で
行
っ
た
た
め
、

次
回
の
白
み
り
ん
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
の
指
定
管
理
者
選
定
は

公
募
が
原
則
と
考
え
ま
す
。

④
業
務
委
託
の
仕
様
書
を
見

直
し
、
価
格
の
正
当
性
を
確

認
し
ま
し
た
。
今
後
さ
ら
に

整
理
を
進
め
、
本
市
と
物
件

所
有
者
の
Ｎ
Ｔ
Ｄ
と
で
賃
貸

借
契
約
を
結
び
、
業
務
委
託

と
別
契
約
と
す
る
予
定
で
す
。

　
　
自
治
会
の
存
在
や
役
割
、

活
動
内
容
を
十
分
に
知
ら
な

い
状
態
で
加
入
し
な
い
、
ま

た
は
退
会
に
至
る
市
民
も
少

な
く
な
い
と
考
え
る
。
松
戸

市
や
高
松
市
の
よ
う
に
自
治

会
活
動
を
分
か
り
や
す
く
紹

介
す
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
な
ど

手
に
取
り
や
す
い
啓
発
物
の

作
成
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　
市
民
生
活
部
長　
本
市

で
は
、
現
在
チ
ラ
シ
の
配
布

を
行
っ
て
い
ま
す
。
議
員
ご

提
案
の
よ
う
に
、
従
来
の
チ

ラ
シ
の
よ
う
な
も
の
で
は
な

く
、
手
に
取
り
や
す
く
分
か

り
や
す
い
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
型

な
ど
の
啓
発
物
を
作
成
す
る

 

問 　

  

答  　

流
政
会
　
　
小
沢
　
え
み
り

自
治
会
加
入
に
つ
な
が
る

�

環
境
づ
く
り
に
つ
い
て

こ
と
は
、
自
治
会
が
実
際
に

行
っ
て
い
る
活
動
を
多
く
の

方
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に

有
効
な
手
段
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。
自
治
会
活
動
を
あ
ま

り
知
ら
な
い
、
関
心
が
な
い

市
民
に
と
っ
て
も
、
手
に
取

り
や
す
く
読
み
や
す
く
、
分

か
り
や
す
い
内
容
で
作
成
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
①
自
治
会
等
交
付
金
の

㋐
制
度
な
ど
は
い
つ
か
ら
見

直
さ
れ
て
い
な
い
の
か
。
㋑

単
価
を
引
き
上
げ
る
べ
き
で

は
。
㋒
現
単
価
の
２
２
０
円

に
30
円
プ
ラ
ス
し
た
場
合
の

経
費
は
。
②
防
犯
カ
メ
ラ
の

市
へ
の
移
管
は
実
現
す
る
の

か
。
③
自
治
会
館
建
て
替
え

補
助
額
を
増
額
す
べ
き
で
は
。

　
市
民
生
活
部
長　
①
㋐

現
在
の
金
額
に
改
正
さ
れ
た

の
は
、
平
成
22
年
度
で
す
。

㋑
金
額
は
自
治
会
の
自
主
性

や
自
律
性
を
損
な
わ
な
い
範

囲
と
し
て
お
り
、
金
額
の
見

直
し
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

自
治
会
等
交
付
金
は
行
政
文

 

問 　

  

答  　

書
な
ど
の
回
覧
や
配
布
、
環

境
の
衛
生
と
美
化
に
関
す
る

協
力
な
ど
の
取
り
組
み
を
行

う
自
治
会
へ
交
付
し
て
い
る

た
め
、
文
書
配
布
回
数
や
全

戸
配
布
文
書
の
削
減
で
自
治

会
の
負
担
軽
減
に
努
め
ま
す
。

㋒
１
７
７
万
円
で
す
。
②
決

算
審
査
特
別
委
員
会
で
、
令

和
８
年
度
の
予
算
編
成
の
中

で
検
討
す
る
と
答
弁
し
た
と

お
り
、
現
在
は
予
算
編
成
中

の
た
め
そ
の
中
で
検
討
し
て

い
き
ま
す
。
③
金
額
の
見
直

し
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

大
規
模
改
修
を
補
助
対
象
に

加
え
る
た
め
、
制
度
の
改
正

作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

日
本
共
産
党
　
お
だ
ぎ
り 

た
か
し

自
治
会
の
願
い
に
応
え

�

制
度
拡
充
を

　
　
①
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用

し
た
学
習
に
つ
い
て
、
視
力

低
下
や
集
中
力
の
欠
如
な
ど

を
訴
え
る
児
童
生
徒
に
対
し
、

ど
の
よ
う
な
配
慮
が
な
さ
れ

て
い
る
の
か
。
②
タ
ブ
レ
ッ

ト
の
持
ち
帰
り
は
、
小
学
校

低
学
年
の
児
童
に
は
大
き
な

負
担
が
伴
う
も
の
と
考
え
る

が
、
当
局
の
見
解
を
問
う
。

　
教
育
長　
①
市
教
育
委

員
会
で
は
、
児
童
生
徒
や
家

庭
向
け
に
流
山
市
タ
ブ
レ
ッ

ト
活
用
ル
ー
ル
を
配
付
し
、

健
康
の
た
め
の
指
導
を
行
っ

て
い
ま
す
。
視
力
低
下
に
つ

い
て
ご
相
談
い
た
だ
く
こ
と

が
あ
り
ま
す
が
、
対
象
児
童

 

問 　

  

答  　

生
徒
の
状
況
や
家
庭
で
の
タ

ブ
レ
ッ
ト
の
利
用
状
況
な
ど

を
確
認
し
、
使
い
方
や
持
ち

帰
り
方
に
つ
い
て
個
別
に
対

応
し
て
い
ま
す
。
②
タ
ブ
レ

ッ
ト
の
持
ち
帰
り
は
重
い
と

の
声
が
保
護
者
か
ら
多
く
寄

せ
ら
れ
ま
す
。
学
校
に
置
い

て
帰
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る

た
め
、
ま
ず
は
学
校
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
各
校
に
は
、

身
体
へ
の
負
担
を
考
慮
す
る

よ
う
指
導
・
助
言
し
て
い
ま

す
。
心
身
の
不
調
を
訴
え
る

児
童
生
徒
が
い
る
場
合
は
、

保
護
者
と
情
報
共
有
を
図
り

な
が
ら
、
個
々
に
寄
り
添
っ

た
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
ま
す
。

公
明
党
　
　
戸
辺
　
滋

教
育
現
場
に
お
け
る

�

デ
ジ
タ
ル
化
の
課
題
に
つ
い
て

1 矢口　輝美

1 流山市こども計画の推進と、こどもの意見表明を支える庁内文化づくりについて

2 特別支援学校通学児の放課後支援と相談支援体制の充実について

3 こども家庭センターを中心とした早期支援体制の構築について

4 民生委員・児童委員活動のデジタル化とタブレット導入について

2 岡　　明彦

1「朝の小1の壁」について

2 音声字幕表示システムの導入について

3 本市の高齢者支援について

3 近藤　みほ
1 教育的意義に基づく校則の見直しと、市としての基本姿勢について

2 課題提示型補助金の導入に向けた試行について

4 笠原　久恵 1 流山都市計画事業運動公園周辺地区一体型特定土地区画整理事業の事業計画変更について

5 青野　　直

1 市民の健康づくりについて

2 市民生活を守るための施策の充実について

3 誰もが自分らしく暮らせるまちづくりについて

4 流山本町へのグリーンスローモビリティ導入について

6 森田　洋一

1 令和8年度予算編成方針について

2 中学生の英語学習について

3 訪日外国人向けの観光施策について

7 渡辺　仁二
1 令和8年4月1日施行の道路交通法改正を踏まえた流山市における自転車交通安全対策について

2 流山市消防団について

8 中川　　弘
1 株式会社流山ツーリズムデザインに対する令和8年度の予算を含む対応について

2 令和8年度予算編成について

9 小沢� えみり

1 自治会加入につながる環境づくりについて

2 不登校支援について

3 教育内容の充実について

4 通学路の安全対策について

10 おだぎり�たかし 1 来年度予算編成について

11 戸辺　　滋
1 ひきこもり支援の更なる充実について

2 教育現場におけるデジタル化の課題について

12 川本　大岳
1 交通政策と高齢者等の移動支援について

2 路上喫煙防止対策について

13 高橋� あきら

1 市長の政治姿勢について

2 市民の命と健康を守る取組について

3 環境行政について

4 東部地域のまちづくりについて

14 乾　　えり

1 上下水道のあり方について

2 教育行政について

3 南部地域のまちづくりについて

15 坂巻　儀一
1 北部地域における事業の進捗状況と今後の課題について

2 政府が掲げる外国人施策を踏まえ、自治体として先行的に取り組むべき事項について

16 海老原�功一 1 令和5年度に行われた行政代執行について

17 鈴木�ゆうすけ

1 流山市上下水道事業について

2 流山市の財政計画・構想及び流山市土地開発公社について

3 学校に通うことが難しい児童・生徒のための、流山市独自のフリースクール費用助成事業策定の必要性について

18 西尾　　段

1 消防行政について

2 小中学校部活動の大会補助について

3 小中学校のインターネット環境整備について

19 うた　桜子

1 学校における多様性への配慮の扱いについて

2 不登校・引きこもり支援について

3 こどもまんなか社会やこどもの権利の認識について

20 中村　彰男
1 公園施設の一部有料化について

2 流山市における下水道の維持管理について

21 清水　　大

1 国民健康保険について

2 生活保護について

3 神話教育について

22 阿部　治正
1 市の商工・労働政策について

2 自治体デジタル・トランスフォーメーションとサイバーセキュリティについて

一 般 質 問 通 告 一 覧

用語解説 NTD…株式会社流山ツーリズムデザイン（Nagareyama Tourism Design）の略。流山版ＤＭＯとして、流山本町と利根運河の両地区を
重点地区に観光地域づくり事業を実施。出資者には、地元企業や関連法人、団体などが名を連ね、流山市も資本50％以上を出資している。


